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本
文
・
参
考

面心立方格子と六方最密構造の関係 ○（p.12） ○（p.14）

イオン結晶の構造とイオン半径の比 ○（p.15） ○（p.16）

実在気体とボイルの法則・シャルルの法則 ○（p.54～ 56） （Zoom） ○（p.46）

リチウムイオン電池の構造と反応 ○（p.122） ー

標準電極電位 ○（p.123） ー

速度定数と平衡定数 ○（p.156） ー

圧平衡定数 ○（p.158～ 159） ○（p.123）

反応の起こる方向 ○（p.168～ 169） ー

共通イオン効果 ○（p.188） ○（p.144）

硫化水素の電離平衡 ○（p.189） ー

沈殿滴定 ○（p.190） ー

不飽和度 ○（p.295） ー

アミノ酸の電離平衡 ○（p.380～ 381） ー

発
展

単位格子とイオン半径 ○（p.16～ 17） ー

双極子モーメント ○（p.22） ー

実在気体の状態方程式 ○（p.53） ー

ラウールの法則 ○（p.72） ー

イオン結晶の格子エネルギー ○（p.110） ー

基底状態と励起状態 ○（p.113） ー

活性化エネルギーの求め方 ○（p.150） ー

多段階反応と律速段階 ○（p.151） ー

塩の水溶液の pH ○（p.179） ○（p.139）

緩衝液の pH ○（p.181） ○（p.141）

マルコフニコフ則 ○（p.290） ー

ザイツェフ則 ○（p.305） ー

酸化による炭素間二重結合の開裂 ○（p.315） ー

アミノ酸の立体構造と DL表示法 ○（p.379） ー

酵素反応の反応速度 ○（p.390） ー

DNAの複製とタンパク質の合成 ○（p.393） ー

そ
の
他

英単語 ○（用語に併記） ー

Zoom ○（5テーマ） ー

思考学習 ○（本文） ○（巻末）
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基本定数 概数値

化学で用いる基本定数

二次元
コードを
掲載

元素の原子量の概数値
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文部科学省検定済教科書
高等学校理科用

104 数研 化学／707

判型182×257mm　背幅15mm

6C化学（化学/706），新編 化学（化学/707）の
内容の扱い方の違いをまとめました。

　　 本文で扱った　　　　 本文の囲み記事で扱った　　－  扱っていない本文 囲み
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元素の原子量の概数値
原子
番号 元素名 原子量

1 水素 H 1.0
2 He 4.0
3 Li 6.9
4 Be 9.0
5 B 11
6 炭素 C 12
7 窒素 N 14
8 酸素 O 16
9 F 19

10 Ne 20
11 Na 23
12 Mg 24
13 Al 27
14 Si 28
15 P 31
16 硫黄 S 32
17 塩素 Cl 35.5
18 Ar 40
19 K 39
20 Ca 40
24 Cr 52
25 Mn 55
26 鉄 Fe 56
28 Ni 59
29 銅 Cu 63.5
30 亜鉛 Zn 65
35 臭素 Br 80
47 銀 Ag 108
50 Sn 119
53 I 127
56 Ba 137
80 水銀 Hg 201
82 鉛 Pb 207

元素記号

基本定数 概数値
6.0×1023/mol

気体1mol
（0℃, 1.013×105Pa

22.4L

気体定数 8.3×103Pa·L /（mol·K
9.65×104C/mol

化学で用いる基本定数
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→二次元コードについてはp.1をご覧ください。
●この教科書はカラーユニバーサルデザインに配慮しています。
● を字文のンイザデいくにえがちまみ読くすや見は書科教のこ
使用しています。
●この教科書は再生紙と植物油インキを使用しています。
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8382

編・章 配当
時間

第 1編　物質の状態

　第 1章　固体の構造 4

　第 2章　物質の状態変化 3

　第 3章　気体 9

　第 4章　溶液 10

第 2編　物質の変化

　第 1章　化学反応とエネルギー 6

　第 2章　電池と電気分解 6

　第 3章　化学反応の速さとしくみ 5

　第 4章　化学平衡 12

第 3編　無機物質

　第 1章　非金属元素 7

　第 2章　金属元素（Ⅰ） 5

　第 3章　金属元素（Ⅱ） 6

編・章 配当
時間

第 4編　有機化合物

　第 1章　有機化合物の分類と分析 3

　第 2章　脂肪族炭化水素 5

　第 3章　アルコールと関連化合物 9

　第 4章　芳香族化合物 10

第 5編　高分子化合物

　第 1章　高分子化合物の性質 2

　第 2章　天然高分子化合物 9

　第 3章　合成高分子化合物 7

終章　化学とともに歩む 2

合計 120

著作者・編集協力者

●著作者

東京工業大学名誉教授

辰巳　敬
創価大学教授

伊藤 眞人
法政大学教授

尾池 秀章
東京大学教授

工藤 一秋
横浜国立大学教授

窪田 好浩
横浜国立大学名誉教授

小林 憲正
九州大学名誉教授

新名主 輝男
法政大学教授

山﨑 友紀
元大阪府立大学大学院教授

渡辺　巌

●編集協力者

江戸川女子中学校・高等学校教諭　梶谷 武史
開成中学校・高等学校教諭　小笹 哲夫
岩手県立盛岡第三高等学校教諭　円井 哲志
元東京都立日野台高等学校教諭　中川 一人
サイエンスライター　漆原 次郎

工学院大学附属中学校・高等学校教諭

新井 利典  
山口県立山口高等学校教諭

石田 純一
元芝中学校・高等学校教諭

庄司 憲仁
サレジオ学院中学校・高等学校教諭

髙木 俊輔
和洋九段女子中学校高等学校校長

中込　真
芝中学校・高等学校教諭

兵藤 友紀
豊島岡女子学園中学校・高等学校教諭

水村 弘良
東京電機大学中学校･高等学校教諭

米山　裕

■授業時間配分表  化学（化学／ 706）

※ 化学は，標準 4単位で年間授業時間数の合計は 140時間ですが，
この表では学校行事のことも考慮して，120時間で計算しています。




